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事　項 新型インフルエンザ等対策事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

新型インフルエンザ等の発生に備え、訓練や人材育成、関係機関の連携強化、資器材整

備などの対策強化を一体的に行い、感染拡大を可能な限り抑制する。

始期 2013

38.3 ％ 目標値 75.7

終期

Ｋ  P  Ｉ

患者対応が可能な医療機関の割合（入院対応医療機関）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

実績値 ％ 実績値 ％

％

実績値 ％ 実績値 64.2 ％ 実績値 75.4 ％

％ 目標値 79 ％ 目標値 82.4R  4  年  度 目標値

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
1,379 千円

最終現計

予算額
728,976 千円

最終現計

予算額

99.6 ％ 達成率 ％ 達成率
ストック

/フロー
ストック 達成率 167.62 ％ 達成率

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 566 千円 決算額 658,838 千円千円 決算額 千円 決算額

６

年

度

要因分析

要因
新興感染症有事に備え、R6年度中に医療機関と協定の締結に取り組んだが、協定締結に係る事前調査時には各医療機関の意

向がある程度固まっていることもあり、締結数が伸び悩んだと考えられる。今後、県下での新型インフルエンザ等対策行動

計画の策定など体制整備を通じ、理解を促進し、働きかけを続ける。

総括

見直し方向性 維持

新興感染症に対応する医療機関との協定締結は6年度中に行ったところであるが、今後も働きかけていく必

要がある。また、新型インフルエンザ等対策については、平時からの連携体制構築や、抗インフルエンザ

薬・個人防護具の備蓄など、総合的に実施する必要があるため、感染症対応連携体制強化事業の事業を統

合し、継続して実施する。

Ｋ  P  Ｉ

患者対応が可能な医療機関の割合（入院対応医療機関）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 43.3 ％ 目標値 45.8 ％目標値 38.3 ％ 目標値 40.8 ％

実績値 ％

事　項 感染症対応連携体制強化事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

新興感染症発生時の医療提供体制を構築するため、医療機関との協定を締結するととも

に、連携協議会を設置し、連携強化を図る。

始期 2023

終期 2024

％ 実績値 ％

184.8

実績値 75.4実績値 35.8 ％ 実績値 64.2 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
6,400 千円

最終現計

予算額
7,776 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
ストック 達成率 167.6 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因

総括
感染症対応連携協議会を３回開催し、県内医療機関関係者と感染症の状況等を共有した。また、新型インフルエンザ等感染

症、指定感染症又は新感染症に係る医療を提供する体制の確保に必要な措置に関する協定を県内医療機関、薬局、訪問看護

ステーション等と締結し、有事の際の診療体制を構築した。引き続き、構築した診療体制や医療機関関係者との連携体制を

維持していきたい。

見直し方向性

決算額 1,711 千円 決算額 1,634 千円

当初
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Ｋ  P  Ｉ

感染症専門医の養成数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 2 人 目標値 2 人目標値 2 人 目標値 2 人

実績値 人

事　項 感染制御学講座設置事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

感染症分野における専門医療人材（医師・看護師等）の育成や、医師会・医療機関等と

連携した本県の感染症医療対策の充実強化を図るため、愛媛大学に寄附講座「感染制御

学講座」を設置する。

始期 2023

終期 2027

人 実績値 人

0

実績値 0実績値 0 人 実績値 0 人

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
37,600 千円

最終現計

予算額
38,800 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
ストック 達成率 0 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
感染症専門医の養成は、所定の研修（感染症学研修6年以上行い、その内3年間は学会指定の施設で研修）を修了し受験する

必要がある。今年度は1名受験したが、不合格であった。（合格率60～70％）

総括

見直し方向性 維持

専門医師育成には所定の研修を修了し試験に合格する必要があるが、現在、感染症分野における専門医師

育成のための研修に６名受講中である。今後も専門医育成には継続した事業が必要であることから、７年

度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 37,600 千円 決算額 38,800 千円

当初


